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民俗資料の収蔵整理について

嶋 田 忠 一

注l

当館の整理の実務は『秋IllﾘI.立博物館猫料保存盤m要項』によって行なわれている。そこでは、総務課でなさ

れる整理の分品（演料受入節、ノI峰本カード記人）と学芸課七部I"]との関連及びその七部I"l共通の具Ⅲiすべき要件

を掲げている。ここでいう整理は、上記『要項Jに言う」,略本カード（推本台帳）を補充する部門カードの完成度

を示すのであるが、今ようやくその緒についたばかりであるので、とりあえず、どんな手Hillで部nカードに記入

されていくかについて記すことにする。

当館I'll館に至るまでのおよそ7年間は多くのI澗査典の|"力によるft料収集時lUlであった。そして多くの調査輝

冊もこの時期に成っているが、これらを見ると収集された資料そのものの調査櫛は5割弱である。このほか、各

地訓査典の手に成る,州査員カードが’制、そして全衝料についての「資料名」「受入種別」「受入年月日」「受

入先名・住所」「i'Ni老」「写吏」欄を設けたガリ刷の雅本カード原稿簿が手元にある。既に、総務課の方では資

料受入簿・韮本カード（基本台帳）共、全演料についての寅料受入記号番号が盤っているので、部門カードを作

製する事務作業（整理）としては、受入記り冊号に見合った部I"lカード（ほとんど『要頂』完成以nilに成ってL、

た）を選び、受入記号･番号を付し、分類播号を記し、涜料の現状（欠損状態．発錆状態．修理すべきか否か、虫

害存否等々）、演料写真を貼ｲ､iすることにあると言えよう。なお、総務課の受入原簿並びに腿本カードは受入順

に1件ずつを記すので、80点の資料も1件になる場合があるところから、OJ枚の部門カードを起す必要も出てく

る。その他収蔵場所も勿論記すことになるが、現在は収職庫運哲に雌があるので固定的にこれを充足することは

後の混乱を招く恐れがあるので、一様のli安としての配架表があるの翠である。一方、演料には、荷札のかわり

に付票（ラベル）をしばりつけ、直接にはDECA・Dryを貼付することになる。何れにしろ、韮本カードを

補うのが部I"]カードの性格だということに則って詳細に仕上げるのが肝要と言えるし，以上が整理事務のおおよ

そでもある。
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A民俗の部門カードは基本カード（涜料受入台帳）とほぼ同嫌の形式をもつパンチカードであるが、これには

パンチ用の図式が印mされていないので、ii'l褐の台紙（鋪l図）をあてパンチすることにしている。

①分類：文化庁災俗資料調査の分敵規準に準拠した、ということもあって、民俗部門は500番台を使用し、

第1表のような分類を採用している。部門カードはIJ'色になっているので、実際パンチする場合はiO位と1

位をパンチすることになる（第1表）。

（5 00）〔部門民怖〕第1表分類表

②小分類：当館収蔵資料の内、特に一項を起こす必要のあるものの頭文字をパンチする（「ケラ」・「ラン

プ」・「イタヤ細工」）。この部分を系統立てることによって当節独自の分類が細まれると言える。そのた

めには、形態・材質・所蔵者・製作者・地域別等々 考えられる限りの項'1を洗いざらい採り上げるところか

ら始まると考えられるが、当面の話迩から外れるので欄略する。

③市町村別：各市町村を数字に擬定しパンチする。

④受け入れ種別：受け入れ方法の別をパンチする。

⑤憲録名：地方名の頭文字を一字パンチする。

⑥⑦受け入れ年J]:受け入れ年月をパンチする。

③受け入れ先：受け入れ先（姓の頭文字）をパンチする。

Bラベル（民俗資料付票）は雑木カードと同様の用式をもち、ビニール紐で資料にしばりつけておくものとし

ている。それと同様に、直接、資料にデ力・ドライ（白色寄鵬、黒色購入）を貼付しておく。これは、当初、

ダーマトグラフ（黄色）で記していたが、木質やワラエ品にはうまくのらないし、手I＃きはどうしても不規則

になるところからデ力・ドライに変えてみたわけである。物衝料､皇
C過去1年間の盗料の流れは第2図のように示すことができる。作菜室荷解顎

熱撹畷磯舗婁蓬l蕊墜J
ある。一方、現在の収蔵嘩配架状況はと言うと、配架状況にある収蔵Iii

とおり、見かけはゆったりとしているが、これ以上の盗料は､床｜霞B録I
LZ_童と_」第2図資料の流れ面に置かれるだけのものである。

D配架状況を第3間のように平面的に表現してみた。また鮒2表はA列からH列までのスチール棚を例に採っ

た配架状態である。なお現在スチール棚は24台であるが、史に30台は設置できるスペースを有している。第3

図では上部の涜料以外のスペース部分である。総じて、分類番号順の配架方法でない事、関連性も認められな

いことなど言える。これは手のついたところから、分蹴やけり連1'2（後天的なものであった）にこだわらず、か

たまりごとに収めていったためと思われる。

第2表中、アルファベットの右カッコ内は、各列における棚の現在の充足度（％）を示すものて、スチール

棚を動かさず棚の演料を操作することによってどの程度のゆとりが出てくるかを矢印で表現したものである。

いずれこの程度のゆとりは無いに等しく、所詮は'1,手先の技術でしかないだろう。

E基本カードをにらみながら、部｢'1カードを完成させる。収蔵順狸偏|画を具体的に文章化ないし図式化する。
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今後、この二点にしぼって収蔵整理作業に当たりたいと考え-ている。

第3図収蔵庫平面図
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第2表スチール棚配架表
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